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（議案補充説明）

1 議案第98号平成27年度三重県一般会計補正予算（第1号）

（環境生活部関係）

［一般会計］ （単位：千円）

款 項 補正前の額 今回補正額 補正後の額

2 総務費 5 生活文化費 5,056,954 4,000 5,060,954 

4 衛生費 6 環境保全費 7, 301, 865 20,619 7,322,484 

10 教育費 8 私学振興費 5,207,543 1,894,475 7, 102,018 

合計 17,566,362 1,919,094 19,485,456 



別表
平成27年度三重県一般会計補正予算（第1号）主要項目

※補正予算総額 !; 919, 094千円ヨ （単位：千円）

款項目 細事業名 補正前の額 今回補正額 補正後の額 説明（主要要因）

［歳出】

2総務費

5生活文化費

(7）消費生活事業費 消費者行政推進事業費 32,014 4,000 36,01 4消費者行政活性化基金を活用した、市町補
助事業の追加実施による増

4衛生費

6環境保全費

（！）環境総務費 環境保全総務費 57,416 5,646 63,06 
2発弁三護事重ご故士み報等固酬に形係円燃る計民料上事発等訴電に訟所よる判の増決RD.のF確貯定臓に槽伴爆う

(3）環境指導費 伊勢湾行動計画推進事業費 578 14,973 15,551 国補助金を活用した、市町補助事業の追加
実施に占る増

10教育費
B私学振興費
(1）私学振興費 私立高等学校等振興補助金 2,857,453 1,839,426 4,696,879 年間所要額の計上による増

私立特別支援学校振興補助金 98,879 32;138 131,017 年間所要額の酔上による増

私立専修学校振興補助金 27,749 18,121 45,870 年間所要額四酔上による増

’私立外国人学校振興補助金 7,200 3,800 11,000 年間所要額の計上による増

専究事門業学校費生への経済的支援実医研
。 990 990 国事業を活用した、専門学校生に対する経

済的支援策の研究等の実施による増

【歳入】 （節区分）

9国庫支出金

2国庫補助金
地域環境保全対策費補助金(3）衛生費補助金 ’日 14,973 14,973 伊勢湾行動計画推進事業費に充当

(9）教育費補助金 私金立高等学校等経常費助成費補助 395,178 237,879 633,057 私立高等学校等振興補助金に充当

3委託金

(8）教育費委託金

専門学校生への経済的支援の在り 。 990 990 専門学校生への経済的支援実在研究事業

方に関する実柾研究事業委舵金 費に充当

12繰入金

2基金繰入金
(l）基金繰入金 財政調整基金繰入金 t6,266 1,116,270 1,132,536 私立高等学校等振興補助金、私立特別支援

学校振興補助金、私立専修学技振興補助金
に充当

消費者行政活性化基金繰入金 。 4,000 4』000消費者行政推進事業費に充当

14諸収入

8雑入
(5）弁償金 弁償金 。 7,052 7,052 

三発賠重事償ご金故み等の固受に形係入燃るれ民料に事発よる訴電増訟所判のR決DのF稽貯定蔵に槽伴爆う
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1 四日市朝鮮初中級学校の教育内容に関する取組について

1 これまでの経緯

平成25年3月26日の当初予算採決に伴う予算決算常任委員会委員長報告におい

て、四日市朝鮮初中級学校の教育内容と教科書の確認を求められたことを受け、以

下のとおり対応をしてまいりましたp

（分科会での報告状況）

平成25年6月21日 全教科書の概要および目次（日本語訳）を報告
12月 12日 現行の教育内容、その教育内容の改善に学校法人三重朝鮮

学園が取り組む意向であることを報告

平成26年1月17日 平成26年度から四日市朝鮮初中級学校で「投致問題」およ

び「竹島問題Jを教えること、学校法人三重朝鮮学園が歴

史教科書の改善を教科書編纂委員会に働きかけていくこと

など教育内容の改善に取り組んでいくこと（別紙1）を報
Lf=. 
l::J 

10月3日 学校法人三重朝鮮学園が行った改善取組内容について県が

確認を行ったことを報告

2 平成27年度の取組内容の確認

( 1 ）教育内容

①桂致問題について

平成27年6月 12日に中級部の全生徒（15名）を対象に実施された課外授業に

おいて、 「日朝平壌（ピョンヤン）宣言（平成14年9月 17日）」 （別紙2・3）、
「日朝政府間協議における合意文（平成26年5月29日） J （別紙4 圃 5）を教

材に、日朝関係について説明を行い、控致問題は重大な人権侵害であるなどと説

明したうえで、自分遠の未来に関することなのでしっかり学んでいく必要がある

と説明しました。生徒からは、「位致問題はニュースでしか知らなかったが、今日

の説明を聞いて、詳しく知ることができた。」「日朝が仲良くできるようになれば

よい。Jという感想がありました。

②竹島問題について

平成27年4月22日に中級部1年生（6名）を対象に実施された朝鮮地理の授

業において、朝鮮の最東端が竹島（独島）であるという説明の際に、竹島（独島）

については、外務省のホームページ掲載の「竹島の領有権に関する日本の一貫し

た立場J（別紙6）を教材に、日本が固有の領土であることを主張しているという

説明がありました。生徒からは、質問等はありませんでした。

(2）教科書

教科書編纂委員会への働きかけについては、平成 26年8月4日付けで、三重

朝鮮学園から教科書編纂委員会に対して、別紙7のとおり、教科書改訂の要請が

行われましたので、今後は推移を注視することとしています。



同司
四日市朝鮮初中級学校の教育内容に関ァする取り組みについて

三重朝鮮学閣は、2013年 11月初日付けで四日市朝鮮初中級学校の教育内容に関する取

り組みを表明したところですが、来年度から下記のとおり取り組んでいきます。

記

l 位致問題

現在、初・ lj•級制Iの教科書には技数を記述した箇所はありませんが、今後は、人権週間等の機会
を活用して、t立致は絶対にあってはならない事であり決して許すことができない犯罪行為である事
を教え、また、日本との友好的関係を望みその実現に尽力するよう教えていきます。

2 独島｛竹島〉 問題

現在、初・中級部の地湿教科書にi士、領土の最東端であると記述されへ日：本の主張は記述されて

いません。今後は、授業の中で、朝鮮・緑聞と日本がそれぞれ自国の領土であると主張しているこ

とについて教えていきます．

3 歴史教育

日本人と共に生きていくという観点から、未来志向の視点に立って、日本における共存、共栄、

多女化共生を目指していくことを重視した教科書づくりが行なわれるよう教科書編纂委員会に働

きかけていきます．

また、捻致問題等について、副読本的な補助教材を活用するなど、教育内容の改善に取り組んで

いきます．
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日朝平壌宣言 国側［;I:、日朝が不正常な関係にある中で生じたこのような遺憾な問題が今後再び生じ

ることがないよう適切な措置をとることを確認した．

平成14年9月17日
4.双方i孟、北京アジア地域の平和と安定吾維持、強他するため、互いに協力していく
ことを確認した．

双方［;t、この地域の関係会国の間に、相互の信頼に基づく協力関係が構築されるこ

との重要性を確認するとともに、この地場の関係国聞の関係が正常化されるにつれ、

地域の信頼磁成を図るための枠組みを整備していくことが重要であるとの認識をーに
した．

双方［;I:、朝鮮半島の綾問題の包括的な解決のため、関連するすべての国際的合意

を遵守することを確認した．また、双方は、核問題及びミサイル問題を含む安全保障上

の諸問題に関L、関係諸国間の対話を促進し、問題解決を図ることの必要性を確認し
た．

朝鮮民主主義人民共和国側は、この宣言の精神に従い、ミサイ）~発射のモラトリア
ムを2003年以降も更に延長してい〈意向を表明した．

c.n 

小泉純一郎日本国総理大臣と金正日朝鮮民主主義人民共和国国防委員長は、

2002年S月17目、平壌で出会い会談を行った．

両首脳l立、日朝聞の不幸な過去を清算し、懸案事項を解決し、実りある政治、経済、
文化的関係を樹立することが、双方の基本利益に合致するとともに、地域の平和と安

定に大きく寄与するものとなるとの共還の認識を確認した．

1.双方l立、この童書に示された精神及び基本原則に従い、国交正常化を早期に実現

させるため、あらゆる努力を傾注することとし、そのために2002年10月中IこB朝国
交正常化交渉を再開することとじた．

双方は、相互の信頼関係に基づ昔、国交正常化の実現に至る過程においても、日朝

聞に存在する諸問題に誠意をもって取り組む強い決意を表明しと．

2：日本側l立、過去の縞民地支配によって、朝鮮の人々 に多大の損害と苦痛を与えた
という歴史の事実を謙虚に受け止め、痛切な反省と心からのお詫びの気持ちを表明し

た．

双方I立、日本側が朝鮮民主主義人民共和国側に対して、国交正常化の後、双方が
適切と考える期間にわたり、無償資金協力、低金利の長期借款供与及び国際機関を

通じた人逝主義的支鑓等の経済協力を実施し、また．民間経済活動を支揺する見地

から国際協力銀行等による融資、信用供与等が実施されることが、この宣言の精神に

合致するとの基本認識の下、国交定常化交渉において、経済協力の具体的な規模と

内容を誠実に協議することとした．

双方l立、国交正常化を実現するにあたっては、1945年8月15回以前に生じた事由

に基づく両国及びその国民のすべての財産及び譜求権を相互に放棄するとの基本原

則に従い、国交正常化交渉においてこれを具体的に協議することとした．

双方は、在日朝鮮人の地位に関する問題及び文化財の問題については、国交正常

化交渉において誠実に協議することとした．

3.双方は、国際法を遵守し、互いの安全を脅かす行動をとらないことを確認したーま

た、日本国民の生命と安全にかかわる懸案問題については、朝鮮民主主義人民共和

双方i主、安全保障にかかわる問題について協録音行っていくこととした．

日本周

総理大臣

小泉純一郎

朝鮮民主主義人民共和国

国防委員会委員長

金正日

却02年9月17日

平壌

＊外務省ホームベージより引用
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ー寸

双方は，日朝平壌宣言に則って，不幸な過去を情算L，懸案事項を解決し，国交
正常化を実現するために，真撃に協議を行った．

日本側はa北朝鮮側に対I.,, 1 9 4 5年前後に北朝鮮域内で死亡した日本人の遺骨

及び墓地，残留日本人aいわゆる日本人配偶者，挫教被害者及び行方不明者を含む

企ての日本人に関する調査を要請した．

北朝鮮側は．過去北朝鮮側が桂致問題に関して傾けてきた努力を日本側が認めたこ

とを評価し，従来の立場はあるものの，全ての日本人に関する調査を包括的かっ全

面的に実施し，最終的に，日本人に関する企ての問題を解決する意思を表現した．

日本：｛J¥11は．これに応じ，最終的にa現在日本が独自に取。ている北朝鮮に対する措

置（国連安保理決議に関連して取っている措置は含まれない．｝を解除する意思を

表明した．

双方が取る行動措置は次のとおりである．双方は，速やかに，以下のうち具体的な

借置を実行に移すこととし，そのために緊密に協議しTいくこととなった．

一日本側

第ーに．北朝鮮側と共に，日朝平壌宣言に且I］って，不幸な過去を清算I.,，懸案事項

を解決し，国交正常化を実現する意思を改めて明らかにし，日朝関田信頼を漉成し

関係改善を目指すため．誠実に臨むこととした．

第二に，北朝鮮側が包括的調査のために特別調査委員会を立ち上げ，調査を開始す

る時点で，人的往来の規制措置，送金報告及び携帯輸出届出の金額に関して北朝鮮

に対して講じている特別な規制措置，及び人道目的の北朝鮮籍の船舶の日本への入

港禁止措置を解除することとした．

第三に，日本人の遺骨rJ強置についてはa北朝鮮側が遺抜回裏参の実現に協力してき
たことを商く評価し，北朝鮮内に残置されてい吾日本人目遺骨及び墓地の処理，ま

た墓参について．北朝鮮側と引き続き協議し，必要な措置を講じることとした．

第四に，北朝鮮側が提起した過去の行方不明者の問題について，引き続き調査を実

施L，北朝鮮側と協議しながら，適切な措置を取ることとした．

第五に．在日朝鮮人の地位に関する問題については，日朝平壌宣言に則って，誠実

に協議することとした．

第六に，包括的かつ全面的な踊査の過程において提起される問題在確認するため，

北朝鮮側の提起に対して．日本側関係者との面談や関連資料の共有等について，適

切な措置を取ることとした．

第七に．人道的見地から，適切な時期＇＂・北朝鮮に対する人道支援を実施すること

を検討することとした．

一北朝鮮側

第ーに， 1945年前後に北朝鮮域内で死亡した日本人の遺骨及び基地，残留日本

人a いわゆる日本人記偶者，主主致被害者及び行方不明者を含む全てり日本人に関す

る調査を包括的かっ全面的に実施することとした．

第二に，調査は一部の調棄のみを優先するのではなし全ての分野について，同時

並行的に行うこととした．

第三にa企ての対象ti:対する調査を具体的かっ真音色に進めるために，特別の権限

｛全ての機簡を対象とした調査を行うことのできる権限．）が付与された特別調査

委員会を立ち上げることとした．

第四に，日本人の遺骨及E織地，残留日本人並びにいわゆる日本人配偶者を始め，
日本人に閲する寝室及び確認の状況を日本側に随時通報I.,，その過程で発見された

遺骨の処理と生存者の帰国を含む去就の問題について日本側と適切に協議すること

とl.,J¥ら

第主に．捻致問題については＇ t立致被害者及び行方不明者に対する調査の状況を日
本側に随時通報し，調査の過程において日本人回生存者が発見される場合にはa そ

の状況を日本側に伝え，帰国させる方向で去就の問題に関して協議し，必要な措置

を講じることとした．

第六ll:，調査の進捗に合わせ，日本側目提起に対し，それを確認できるよう，日本

側関係者による北朝鮮滞在，関係者との面談，関係場所の訪問を実現させ，関連資

料在日本側と共有し，‘適切な措置を取ることとした．

第七に．調査は迅速に進め，その他，調蜜過程で提起される問題は様々な形式と方法

によって引き続き協議し，適切な措置を鯨じることとした．

＊ 『日朝政府間協議での合意事項』

＊外務省ホームページより引用

·h抗p’llww•杭皿ofa.go.jp加。faj／：日開100004日352.pdf
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i竹島の領有権に関す否日本の一貫じた立場
l竹島は，歴史的事実I；：照ら吋かつ国際；日明らか四本国有の領土
です．

｜韓…掛品であり’斡国がこのような不法占拠！こ基づいて竹島！と対しで仔ういかなる措
置も法的な正当性を有するもので’はありません。

！帥は竹島の聞紙巡る問縦一て，園酬にのっ…静かつ平和

的！こ紛争を解決する考えです．

｜一から1草…蹴捌的I；：…
年より前に，韓国が向島を実効的に支配していたことを示す明確な恨拠は提

示されていません．

！日到I人！日十包昇吉岡l丑告望邑2(i主丑呂白雪

I Ct7ll人l昨日刷人制！日｜判兄尽き号明！：？.~£恩師｜包
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｜叩l♀！世間lーと明！
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朔人I~計七三コ例也~夫l£出荷忍'it必至量i'¥［し」i'¥I白色LjCt冒

｜包自己同｜人l口十間差別問ICH君目制l削 l明開
.Jll，コ副2弓司弓三塁塁想室君H習室生当主t包しlCL 
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学友書房 教科書編纂委員会 貴中

要 言青 文

前略

この度、この様な要請をする，に至った経緯と事由に

ついて先ず述べます。

2 0 1 3年 3 月三重県議会の予算決算常任委員会

委員長報告で、県行政当局に対して、本校の教育内容

が補助金の目的や教育基本法の趣旨に沿ったもので

あるか、教科書と教育内容について十分調査し、予算

決算常任委員会環境生活農林水産分科会への報告が

求められました。

そのため、 2 0 1 3.年 6月の分科会に、県行政当局

が本校で現在使用している教，科書の概要及び日本語

に訳した全教科書（初級部 l年～中級都 3年）の目次．

を報告したところ、教科書と教育内容の確認にあたっ

ては、第三者の意見を聴く必要があるとの意見が出さ

れました 3

この意見を踏まえ、 2 0 1 3年 1 2 月の分科会に、

10 



した報

報告

第三者の意見を記載

した文書に．よ

，，：い1":.i:,

F鍛
｜県行政当局が調査結果・と

l告書及び学園が行政当局に提出 り

月に交つ
日1 3年度の補助金が1 。その，後、 2を行い

付されました。

4 年度の補助金の予1 。この分科会で、・ 2し、し泊泊

とが
匂

」本校の教育容を改善していく算化のためには、

県行政当局に学園から三つの改月1 今年られ求め

のエ月の文書をヤ

」しました。した文書を提出善策を示

4年度1 。2 その結果、し、分科会に行政当局が報告

した。の補助金が予算化されま

県行政当前述のほか、の分科会では、月1 2 なお、

4 年度の補助金の予算執行の前十に、1 。2 局に対して、

本校の教育内容についての具体的な改善内容を分科

う求めています。

4年度の補助金についても、

三重県と同様の状況になっています。

1 。2 
よ

市市の

会に報告する

日四また

の内容で・あ項目2 の中の三項目て、今学年度に入つ

と控室主問題については既に実践済み

の一つが教科書編纂に関わる事項です e

11 

る独島（竹島）

です。残り
・れ
U
っJ／



補助金（公金）の支給を理由として教育

内容などを実質的に審査することは、日本国憲法の侵

害であり、教育基本法の趣旨にも反するものであり、

また、子どもたちに主体的、民族的立場に立った歴史

観を培うための教科書編纂は、民族の自主的な不可侵

の権利であると認識しています。

その上で、要請するのは、日本で生まれ育ち、日本

で生きていく朝鮮人子第たちに、朝日間で相互関心が

冒．あり、且つ国交正常化に向けて解決しなくてはならな

い事柄について、しっかりと教えることが好ましいと

の思いから、ここに一考して頂く事を要誇する次第で

す。

ハ叫ヅ

初・中級部の児章生徒たちに、朝鮮と日本の見解、

ものごとの捉え方の違いなどをより分かりやす

く教える方向で検討して下さる事。

一‘、 児童・生徒たちが、日本の人々と手を携えて、よ

12 
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りよい共生社会を築いていこうという自覚や積

援約な態度を育む方向で、内容をより一層充実し

て下さる事。

2 0 1 4 年 B 月 4 日

三重県四日市市阿倉川町 8 - 3 0 
t母語＼

三重朝鮮学園 理事長 李相1緩急
、時三.，；？

東京都板橋区小豆沢 4 - 2 4 → 1 6 

学友書房 教科書編纂委員会 様

この部俊物は平成ム6年 ふ月デ日
豊富 7/f(b 号書留内容証明郵便錫として
差し出されたことを証明します。

日本郵便株式会社
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2 「三重県における補助金等の基本的な在り方等に関する条例」に基づく報告（環境生活部関係）

第1号様式（条例第5条関係）
予算に関する補助金等に係る資料

（部局名：環境生活部） （単位：千円）

番号 補助金等の名称 補名助及事び住業所者等の氏 交（予付定予時定期額） 事業内容 交付の目的、根拠及び理由 公益性の判断及び理由 課（室）名 支出科目
款 lji 自 事業名

21 二重県海岸，車着 四日市港管理組合 11,196 港湾内に漂着した流木や （目的・理由） 公共財 大気・水環 衛生費 環境保 環境指 水環境保全
物等対策事業補 干510-0011 （未定）

すごみる経等費のを回補収助・処す分るに。要
海岸における良好な景観及 四日市港管理組合が管理 境課 全費 導費 対策費

助金 四日市市霞二丁目 ぴ環境の保全を図るため。 する港湾区域内における
1-1 （根拠） 事業であるため

地域環境保Z着全物対等策地費域補対助策
金推進（海事岸業漂）交付要綱

環境生活部関係補助金等
交付要綱

_.,.. 


